
スウェーデン

の極頬として消却J門扉(スノレ ー スゲートの l 種)， ローラ ・ ゲー

ト(ローラ を門扉に取付け戸当りとの附の勝擦を減ずる) ， スト

ーニ ー・ゲート(門扉と 7J ljll~1にわくに取付けた H昨のローラを，

門扉と戸当 りの聞にそう入する) ， ローリソグ ・ ゲー ト(鋼板製

円筒を検にし，ロ ープまたは鎖で回転させながら巻繊げる)，テ

ソタ ー・ ゲート(遮〔しぞ 〕水板が円筒聞の l 部をなし，弧形の中

心においたとびらのかなめに相当するピンに水圧が集中する)

等がある。

6 取水口 ダム直前のたい砂が入らないように取水口 前

に排砂門店iを，木片樹~等の流入を防ぐため鉄絡子(こうし)を

設ける。

7 ;.g.水路 ・沈砂池 ・ 1皮水路・水槽 ・ 余水路 ・ 水圧管路(権

発電水路工作物)。

8 水 車街illiJ t" よひー反動の 2 組がある。衝動水車は*-

の速度を利用し，高落差用でベノレト γ水車はこれに属する。ノ

ズノレからの噴水をランナ一周辺のパケッ トに簡撃として作用す

る。普通は燃料10 71<:w:が多くなるとノズノレの数が別して縦刺l と

なる。反動水車は水の圧力および速皮を利用するもので，以下

の水平がこれに属する。フラソシス水111 (中落差用)は案内羽般

を通った水がランナーの周医1から中心に向って流入 Llf 放出管
を経て放水路に出る。その間水は充満しているので， 7}<111が放

水面のある高さにあっても衝動水平のように落差の損失がなし、。

プロベラ水車(低落差用)は羽根の数が少なくその高さも低いの

で ， 船舶の推進機と同形。カプラン水11:ffí プロベラ水11ïの固定

輿であるに反し， 負荷に応じて llítの角度を変え高il~ );与を保つ例!

造となっている。水車の付属品として入口弁(スノレース弁，蝶

〔ちょ う 〕形弁)， !汲出管(直管形， エ ノレポ -J~) ， 制速機(回転数

を一定に保つ装置) ， 圧 ìllli悶滑 ìUJ装 i丘(入口弁と水平の水量調整

機併を動かす圧ìlÌJ ，帥受用品，\Ir，'lìlIJの循 !);l) ， 制圧峨(負荷急i威の

際に起る水圧鉄管内の異常水圧上列を防ぐ安全装置1)等がある。

9 発電機水準と直結し大容量tのものはほとんどたて申h。

冷却方式は開放型， 7.KIII室から吸気して風洞(ど う)により 屋外

にwすもの，または全筏聞として機内に冷却探を有するもの等

がある。たて刺I水車発電後の回転郎は， 発電機回転子の上にあ

る推力制l受でつり 下げられているが， 回転子の下部で Fから受

けると傘(かさ)形となり高さも低くなる。

10 電気設備 水車発電憾の起i1!iJ ・ 停止 ・ 巡転用配電放。所

内部j力 HJ として所内水車発電機または所内変圧然。発電された

電気を昇圧し送り出す設備は交流変電所と同様。(錦織後純)

スウェーデンのてっどう スウヱーデンの鉄道 北欧スカ

ンジナピア半島の東 fWJにあるスウェーデγ(Sweden ) は，立慾

王国として現在にいたっている。ぬ . i休・鉱 ・ 工業の発達を見，

世界に有数の文化国， 国民の生活程度の高い固として知l られて

いる。

最初の鉄道は 1849 年の建設， アリスクタ (Fryskta) タ ラレ

ノレヴ ェ γ(Klarälven ) 悶 8 km ， 馬をも っ て列車をひくものであ

った。際準t'L聞をもっ普通の鉄道は 1856 年にエノレグァラ (Er

valla) とノラ (Nora) との間に建設された。

現在のおもな鉄道企業としてスウェ ー デン固有鉄道企業 (St­

atens J瓦rnväger， State Railway Administration of Sweden) 

がある。この国の鉄道国有は 1856 年にはじまり ，鉄道固有の

経験としては長い歴史をもっ。最初の国有鉄道はゲーテポリイ

(Göteborg) ・イ ウセラ ード (Jouserad) I背!とマノレメ (Malmö) ・

ノレ γ ド (Lund) 聞の 2 であった。現在では全国にわたる主要な

幹線および支線を含んでいる。

国の北部には幹線鉄道がむしろまばらに敷かれ， それらは原

スウェーデ ンの鉄道図
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)111 として閏有となっている。南部には諸鉄道が比i絞がjに筏な網

状をなし ， それらのうちの主要な路線は電化されている。もっ

とも首都ス ト ック ホノレムから北に向けて速くポーデγ(Boden)

までは電気運転が行われる。電化区間は 1950 年には 40 % であ

ったが ， 1954 年には 9， 272km におよび，固有総営業キロ 14 ，990

km の 61 %に達 した。

固有鉄道企業にはつぎの諸機関が置かれている。総支配人，

副総支配人， 支配人代Jlj!，財務 ・ 経済担当理事， 土木技師長，

工作技師長，倉庫\'jif督長，電気技師長， 機械技師長， 会青t.~rn.査

長 ， 店主督長 (1呆紛~，後械，運転， 信号 ・ 保安別におく)経済調査

主任，統計主任，賠償主任。これらはストックホノレムにある本

庁に飽かれている。なおべつに ロ ンドン出演所を設け数人の支

配人が置かれている。

なおスウェーデン， ノノレウェ ー，デ ンマ ー クおよびフィン

ラ γ ドの鉄道職員をもって組織されている北欧鉄道職員協会

(Nordisk Järnvägsmannasällskapet, Northern Rail way Ofｭ
ficers' Association) がある。 1869 年の創設にかかり ， アイソ

ラソドは 1 924 年に加入した。協会にはつぎの諸部会がある。

(7) 管辺! ・ 経済 (イ)鉄道 ・ 建築 (め 車両(エ)運転 (対

電気運転・電気通信。各部会は隔年(総会開催の年を除く)に会

議を開き ， 協会の事業について討議し， かつ関係国間の傑準化
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